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* 準備の都合により、事前申込をお願いいたします。 
   * 事前にお申込みいただかない方の当日参加も可能ですが、会場にて参加者カードへの記入が必要となります。 

* 今回のセミナーは生成文法研究の専門的知識が前提となります 

本発表では、Chomsky (2024) のMiracle Creedの枠組みとその拡張版である Kitahara and Seely (2025) を再検討した後、
これらの枠組みの基、特に束縛現象と一致現象を中心に議論を展開する。これらの現象については、Chomsky (2024)や Kitahara 

and Seely (2025)において詳細には議論されておらず、例えば、(1a)のような単純な束縛現象においても説明が待たれている。 

(1) a. John saw himself. b. *John saw John. (John: a lower copy of John (i.e. PRO)) 

Chomsky (2024)では、外項は v*P フェイズに含まれないと仮定された。よって、(1b)の非文法性は、外項 John（主語）が内項
John（目的語）と同フェイズ内に含まれていないため両者間にコピー関係が成立し得ないと説明される。対して、(1a)では、v*P

フェイズを超えた外項と内項の関係が必要である。本発表では、Chomsky (2024: 30–31)の示唆に従い、フェイズ主要部による
himself への参照がそのようなフェイズを超えた関係を成立し得る可能性を探る。 

一致現象については、例えば、(2a)のような一致現象を説明する必要があるように思われる。 

(2) a. There *is/are three books on the shelf. b. Three books are on the shelf. 

Miracle Creed の枠組みで前提とされているラベル理論 (Chomsky (2013, 2015))に従うと、(2b)のような場合は、素性共有を基
にしたラベル付けを介した一致が行われる。つまり、[[three books] IP]という構造において、最小探索が IP指定部にある three 
books の phi 素性と INFL の未与値 phi 素性を発見することによりそれらが一致する。この一致の仕組みは、(2a)のように一致
対象の three books が IP指定部に併合していない場合は成立し得ない。本発表では、このような場合には再定義された Chomsky 

(2000, 2001)の探査子・目標一致関係が成立していると主張し、その帰結を探る。 
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